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四万十の風音
か ざ ね

 

森
しん

＆川
せん

だより   

９ 月 ～ 10 月 、 高 知 県 西 部 と 愛 媛 県 南 予 の

小 学 校 4 校 で 森 林 環 境 教 育 を 実 施  

〇概要 

四万十川森林ふれあい推進センターでは、各学校からの要請を受け、9 月～10 月にか

けて黒潮町立上川口小学校四年生５名、松野町立松野東小学校三・四年生計 11 名を対

象に土にすむ生物の学習と水の土壌浸透実験、また、宿毛市立山奈小学校三年生 15 名

を対象とした森林・木工教室、さらに四万十市立西土佐小学校四年生９名を対象に土に

すむ生物の学習を実施しました。 

〇土にすむ生物の学習 

 最初に、座学で土の中の生き物の役割について学習し、次に、土にすむ生物の観察を

しました。当センターのある旧西ヶ方小学校のある四万十市立旧西ヶ方小学校の土（畑

や花壇）を試料として、スクリーンに映した顕微鏡の映像を見ながら土の中で様々な生

き物が活発に動いている様子を全員で観察しました。土の中で見つけたダンゴムシやア

リは「このサイズ？」と思うほど大きく映り、動き回る多数のトビムシ、早く動き回る

白色の生き物や細長く半透明の不思議な生き物も見られ全員が無言になり凄い集中力で

観察していました。担任教諭が「将来の博士達？」と驚くほど、児童達の興味を誘った

ようです。土の中にすむ小さな生き物の存在に気づき、その生き物が豊かな土を作るた
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めに大切な働きをしていることを学習してもらえました。 

〇水の土壌浸透実験 

 「木のある山」と「木のない山」を再現した模型による「水の土壌浸透実験」です。 

「木のある山」の模型は、「土にすむ生物」で説明した森林の土の層について、一層

目は枯れ葉等（ＡＯ（ゼロ）層）、二層目は腐葉土（Ａ層）、三層目は、林道沿いに見

える切通しの斜面（Ｂ・Ｃ層）と森林の中の土を再現したもので、「木のない山」は、

各小学校の運動場の土を利用し、荒廃地を再現したものです。この模型にジョウロに入

れた水を雨水に見立てて降らせ、時間の経過による変化を調べる観察実験をしました。  

実験に先立って、解説パネルとスポンジを使って、落ち葉が積もった森林の土には小

さな隙間がたくさんあり、まるで大きなスポンジのように降った雨を沢山吸い込んで蓄

えられること、また、森林の土のフィルターをゆっくりと通ることによって雨水は浄化

され、きれいな水が作られているという説明をしました。  

観察を進めて行くと、荒廃地を再現した「木のない山」の方は、早い段階で土砂が流

され、斜面に置いた模型の家や車が流されたのに対し、「木のある山」の方は、森林に

見立てた木々の模型、敷き詰めた落ち葉や腐葉土がクッションとなり、雨水による土の

侵食を防ぎ雨水を土の中に蓄えることで、時間が経過しても見た目の変化が起こりませ

んでした。 

 観察後のふりかえりでは、全員が「木のある山」の方に住みたいと答えてくれました。

森林の山地災害防止機能には限界はあるものの、森林が雨水を吸収することで土砂の流

出を防ぐことや川の水量を調整し自然災害からくらしを守り、水をはぐくむなどの働き

について実験・観察を通して理解してもらえたと考えます。 

〇森林・木工教室 
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 森林教室では「山（森林）からの贈り物」という紙芝居を使って、森林の役割につい

て児童と対話形式で学習を進め、続いて木工教室では、小枝等を使った「カブトムシ・

クワガタムシの壁掛けや置物」を作り、木工クラフト作りを通して木に親しんでもらい

ました。 

〇おわりに 

当センターでは、学校等教育機関の要請にも応えつつ児童・生徒を対象とした活動や

体験ができる森林環境教育への支援を推進しています。 

 

 

 

 

土 に すむ 生物 の座 学（ 上 川口 小学 校） 顕 微 鏡で 試料 を観 察（ 上 川口 小学 校） 

水の土壌浸透実験の様子（上川口小学校）  顕 微 鏡で 試料 を観 察（ 松 野東 小学 校）  
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紙芝居で学習の様子（山奈小学校） 

 

登 山 は来 年リ ベン ジす る ぞ（西 土佐 小学 校） 土 に すむ 生物 を観 察中 （ 西土 佐小 学校 ） 

水の土壌浸透実験の様子（松野東小学校）  

 

できたよ (山奈小学校) 木 工 クラ フト 作り （山 奈 小学 校） 
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10 月 、 幡 多 農 業 高 校 生 徒 が 環 境 学 習 を し な

が ら 三 本 杭 登 山  

〇概要 

高知県立幡多農業高校から昨年度に引き続き国有林で取り組んでいる自然再生事業の

現地学習について本年度も依頼を受け、10 月 31 日に、グリーン環境科三年生８名を対

象に、野生鳥獣対策の必要性や自然環境問題について学習を行いながら三本杭登山を行

いました。 

〇自然再生事業説明(黒尊山) 

 まず初めに黒尊山国有林 10 林班の自然再生事業の説明をしました。シカ食害などに

より成林が見込めない林地が散在している状況を踏まえて、各ボランティア団体等と連

携し、有用樹の刈り出し、郷土樹種の植栽、遊歩道の整備等により、多様性のある森林

再生を目指して取り組んでいることを説明しました。また、当地では、植栽した樹木が

19 年以上経過する中、シカ食害防止用の樹木保護材が幹部分を圧迫しており、保護材を

順次ラス巻きに交換していく必要があること。一昨年の三年生には保護材撤去作業を体

験してもらったことも説明しました。 

〇自然再生事業学習(滑床山) 

滑床山国有林のブナを主体とした広葉樹林分は、シカの食害を受けて植生が衰退し、

林地荒廃に繋がる恐れがある場所であるため平成 18 年からシカ防護網や柵などを計 17

箇所、総延長 5、620m 設置してきたことを説明しました。また、柵の内側と外側で植

生の繁茂状況が異なる状況を確認してもらい自然再生事業の重要性を理解してもらいま

した。 
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次に、植生の衰退によって裸地化が深刻な三本杭山頂付近において、関係機関やボラ

ンティアの協力も得ながら、ミヤコザサの移植作業やシカ防護網の設置作業を行ったこ

と、また、当センターの定期的な保守点検作業などにより植生が回復した状況について

過去との比較写真で説明を行うと、その回復ぶりに皆驚いている様子でした。 

〇自然再生事業体験学習 

 帰路では、シカ防護網の点検作業や自動撮影カメラの設定などの作業体験を行いまし

た。この作業体験により、植生の保護を確実に行うことが自然環境の維持につながり、

国土保全の観点からも重要な取り組みであることを理解してもらえたと思います。 

〇おわりに 

 閉講式は、帰路途中の黒尊川キャンプ場前で執り行いました。実質半日程度で往復約

5Ｋｍの登山などを行う強行スケジュールではありましたが、生徒達は皆満足気な表情

をみせながら黒尊渓谷をあとにしました。 

 

 

黒 尊山 10 林班 の自 然再 生 事業 を説 明 八 面 山登 山道 の樹 木や 植 生に つい て説 明 
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シ カ 防護 網の メン テナ ン ス作 業① 

 

自動撮影カメラのデータ交換設定確認作業 

シ カ 防護 網の メン テナ ン ス作 業② 三 本 杭（ 1,226m） にて 集 合写 真 

 

シ カ 防護 網の メン テナ ン ス作 業③ き っ と空 も飛 べる はず ？  皆 で飛 躍を 誓う  
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11 月 、 秋 が 深 ま る 中 、 高 知 県 西 部 と 愛 媛 県

南 予 の 小 学 校 ４ 校 で 森 林 環 境 教 育 を 実 施  

〇概要 

 当センターでは、11 月、各小学校からの要請を受け、松野町立松野西小学校４年生

10 名を対象に八面山・大久保山登山や土に住む生物の学習と水の土壌浸透実験、また、

松野町立松野東小学校三・四年生計 11 名を対象とした木工クラフト学習、四万十市立

蕨岡小学校の３～４年生を対象とした森林・木工教室、さらに四万十市立西土佐小学校

２年生９名を対象に木工教室を実施しました。  

〇八面山・大久保山登山体験 

 四万十川の主な支流の目黒川の源流域の森林となる八面山（標高 1,165m）及び大久

保山（標高 1,158m）登山は、絶好の日和に恵まれました。 

 登山道のブナやミズメなどの木肌に触れ、樹皮の匂い、土や落ち葉に触れたり、山頂

からは九州や宇和海、佐田岬半島、石鎚山などがくっきり見えたので、地理的な位置や

方角を学習したり、お菓子の袋による気圧の変化を体験したり、さらにネイチャーゲー

ム等による五感を使った体験を通して森林や自然への関心を深めてもらいました。登山

は初めてという児童さんが多く、苦戦している様子もみられましたが、山頂２つを踏破

したその頑張りが自信につながったのか、帰り際には、「いろいろな体験をしてメッチ

ャ楽しかった。」と笑顔に変わっていました。 

〇土にすむ生物の学習 

 最初に、座学で土の中の生き物の役割について学習し、次に、土にすむ生物の観察を

しました。小学校の土（畑・花壇）を試料として、スクリーンに映した顕微鏡の画像を
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見ながら土の中で高速で動き回るトビムシ、細長く半透明の不思議な生き物を多数見る

ことができました。観察を通して土の中にすむ生物の存在に気づき、その生き物がたち

が豊かな土を作るために大切な働きをしていることを学習してもらえました。 

〇水の土壌浸透実験 

 「木のある山」と「木のない山」を再現した模型による「水の土壌浸透実験」です。 

「木のある山」の模型は、「土にすむ生物」で説明した森林の土の層について、一層

目は枯れ葉等（ＡＯ（ゼロ）層）、二層目は腐葉土（Ａ層）、三層目は、林道沿いに見

える切通しの斜面（Ｂ・Ｃ層）と森林の中の土を再現したもので、「木のない山」は、

小学校の運動場の土を使用して荒廃地を再現し、この模型にジョウロに入れた水を雨水

に見立てて降らせ、時間の経過による変化を調べる観察・実験をしました。  

実験に先立って、解説パネルとスポンジを使って、森林の土には葉っぱが積もって小

さな隙間がたくさんあるので、土はまるで大きなスポンジのように降った雨を沢山吸収

して蓄えられること、また、森林の土はフィルターの役割を果たすので、ゆっくりと水

が土に浸透することで雨水がろ過され、きれいな水となることを説明しました。荒廃地

を再現した「木のない山」は、早い段階で土砂が流され、斜面に置いた模型の家や車が

流されたのに対し、「木のある山」の方は、森林に見立てた木々の模型、敷き詰めた落

ち葉や腐葉土がクッションとなり、雨水による土の侵食を防ぎ雨水を土の中に蓄えるこ

とで、時間が経過しても見た目の変化が起こりませんでした。 

 森林の山地災害防止機能には限界はあるものの、森林が雨水を吸収することで土砂の

流出を防ぎ川の水量を調整して自然災害からくらしを守り、水をはぐくむ森林の働きに

ついて実験・観察を通して理解してもらえたと思います。 

〇森林教室や木工（木工クラフト）教室 
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 森林教室では「山（森林
や ま

）からの贈り物」という紙芝居教材を使って、森林の役割に

ついて児童と対話形式で学習を進めました。 

 木工クラフトの学習では、最初に「木材の特徴」について説明した後、次に、カナヅ

チやクギ、ボンドの使い方や木工工作の作り方、注意点を説明した上でヒノキムク板を

使用した「スーパーハッピー小箱」を作りました。 

 釘打ちの合間にヒノキの香りや木製品特有の手触りの良さといった感覚にふれてもら

い、最後に、各自が製作した小箱に自由な発想で貝殻や木の実、木片、小枝などで飾り

付けをして完成させました。 

 木工教室では、クリスマスも近いことから、大きな松ぼっくりをクリスマスツリーに

見立てた作品やスギ板製の円盤によるクリスマスリースが楽しく作られ、木材に親しん

でもらえました。 

〇おわりに 

当センターでは、学校等教育機関の要請にも応えつつ児童・生徒を対象とした活動や

体験ができる森林環境教育への支援を推進しています。 

 

 

大 久 保山 頂、標高 1,158m（ 松 野西 小学 校） 気 持 ちい い！ ハイ ポー ズ （松 野西 小学 校）  
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ネ イ チャ ーゲ ーム の様 子 （松 野西 小学 校）  座 学 「木 材の 特徴 」（ 松 野東 小学 校） 

小 箱 作り の様 子① （松 野 東小 学校 ） 小 箱 作り の様 子② （松 野 東小 学校 ） 

で き たよ (松 野東 小学校 ) 

 

ク リ スマ スツ リー 作り （ 蕨岡 小学 校） 
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ク リ スマ スツ リー の完 成 （蕨 岡小 学校 ） ク リ スマ スツ リー 作り ① （西 土佐 小学 校）  

ク リ スマ スツ リー 作り ② （西 土佐 小学 校）  

 

ク リ スマ スツ リー の完 成 （西 土佐 小学 校）  

土 に すむ 生物 の座 学（ 松 野西 小学 校） 

 

土 に すむ 生物 を観 察中 （ 松野 西小 学校 ） 
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黒 尊 川 流 域 通 信 第 18 号 に 当 セ ン タ ー の 活

動 内 容 が 掲 載 さ れ ま し た 。  
森 ＆ 川 だ よ り へ の 一 部 使 用 に つ い て は 、 四 万 十 市 役 所 西 土 佐 総 合 支 所 担

当 課 か ら 了 承 を 得 て い ま す 。  

 

◆高知県産業建設課地域支援企画員と四万十市集落支援員の２名の方から、黒尊山系の

水 の 土壌 浸透 実験 の様 子 ①（松 野西 小学 校）

 

水 の 土壌 浸透 実験 の様 子 ②（松 野西 小学 校）
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案内の要請があり、巡回活動に同行してもらうかたちで山を案内しました。 

 

八 面 山 ・ 三 本 杭 ス ケ ッ チ   

 

 

黒 尊 山紅 葉橋 登山 ルー ト を案 内の 様子 ① 

 

黒 尊 山紅 葉橋 登山 ルー ト を案 内の 様子 ② 

 

八 面 山の ツキ ヨタ ケ（ 11 月 撮影 ） 

 

八 面 山の シロ オニ タケ （ 10 月撮 影） 

八 面 山の ヤド リギ （11 月撮 影） 

 

八 面 山の  で か！ ツキヨ タ ケ（ ９月 撮影 ） 
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ふれセン、ホームぺージ 

                     

農林水産省 四国森林管理局 

四万十川森林ふれあい推進センター 

所在地：〒787-1602 高知県四万十市西土佐西ヶ方 586-2 

ダイヤルイン：0880-31-6030 

メールアドレス：shikoku_fureai@maff.go.jp 

 

八 面 山吊 尾根 のブ ナ天 然 林（ 11 月撮 影） 

 

三 本 杭山 頂（ 10 月末撮 影 ） 

 


